
AI･IoT･ICT導入を図る企業の、開発・設計･製造を担うｴﾝｼﾞﾆｱの育成

ｾｷｭﾘﾃｨｰに関する課題･ﾘｽｸを分析するｽｷﾙを持ち、専門のﾍﾞﾝﾀﾞｰや大学･研究機関･公設試との共研などを通して解決を図る人

材の育成。

自社製品･製造ライン等のデジタル化を図る、中堅･中小企業の開発･
設計･製造実務者の育成。

デジタル技術の基礎から応用技術を修得する過程において、具備す

べきセキュリティーレベルと必要な人材像、およびその人材の育成に
対応した大学等のリカレント教育カリキュラムの位置付けをわかり易く

することにより、企業経営者のセキュリティー確保に対する意識を高

め、社内人材の育成を啓発する。

ｵｰﾌﾟﾝｱｰｷﾃｸﾁｬ

ｸﾗｳﾄﾞ ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾛｰｶﾙﾈｯﾄﾜｰｸ

ｴｯｼﾞ / ﾌｫｸﾞ ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｱｰｷﾃｸﾁｬ

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽ・PLC/FA

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏｰ
(ｱｯﾌﾟﾙ、ｸﾞｰｸﾞﾙなど)

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ4.0
(GE、IBM など)

製品勝負の製造業

日刊工業新聞社「モノづくり日本会議特別紙面(2020年1月30日)」
資料を改編

ITの専門性を持った人材がﾋﾞｼﾞﾈｽ側にITを提供するこれまでのﾓﾃﾞﾙでは、昨今の技術革新のｽﾋﾟｰﾄﾞにはついていけなくなりつつある。
それぞれの領域を超えてﾌﾚｷｼﾌﾞﾙに対応できる、“ ” の育成を図る必要性が高まっている。

製品開発や製造現場改善などの業務を遂行する課程で、必要なｽｷﾙを抽出し修得させる人材育成が必要となっている。
(参考：IPA iｺﾝﾋﾟﾃﾝｼﾃﾞｨｸｼｮﾅﾘ解説書)
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②(一社)中国経済連合会(2021年8月)

業務プロセスを明確化し、
ミッションを達成しながら、
その過程で人材を育成する

“ ” 。

経営戦略･事業計画

必要なタスクの抽出
(タスクディクショナリ)

タスクディクショナリとの連携
情報から、そのタスクの遂行に

有効なスキルを分析
(スキルディクショナリ)

スキルと人材量の現状との
ギャップを明確化し、効果的な

人材育成施策を立案･実施
“IT融合人材”育成の考え方
(タスクを遂行するために必要なスキルを分析し、効果的な人材育成施策を作る)

参考：IPA (iｺﾝﾋﾟﾃﾝｼﾃﾞｨｸｼｮﾅﾘ解説書)

経営戦略･事業計画

スキルの分析
育成施策立案実施

タスク抽出

タスク遂行による
スキル向上



③

社内人材 部門 修得が求められる情報技術に関する知識･業務内容

事務系 間接部門
(経理･調達･営業･人事)

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ﾘﾃﾗｼｰ (情報漏洩を防ぐﾙｰﾙの遵守)

技術系

生産部門
(生産技術･設備管理･品質保証)

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ﾘﾃﾗｼｰ (情報漏洩を防ぐﾙｰﾙの遵守)

・生産設備(工場)ﾈｯﾄﾜｰｸの構築･運用･ｾｷｭﾘﾃｨ管理

・生産工程における各種ﾃﾞｰﾀ(生産効率･品質維持など)の収集･解析

・法･制度･標準に関する知識と品質管理業務への適用

開発部門
(研究開発･設計)

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ﾘﾃﾗｼｰ (情報漏洩を防ぐﾙｰﾙの遵守)

・AI･IoT･ICTに関する知識とこれらを活用する技術

・ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨに関する知識と、脆弱性を評価･改善する技術

・法･制度･標準に関する知識と製品への適用

情報ｼｽﾃﾑ部門
(社内ｲﾝﾌﾗ構築･運用)

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ﾘﾃﾗｼｰ (情報漏洩を防ぐﾙｰﾙの遵守)

・社内情報ｼｽﾃﾑの構築･運用･管理･情報ｾｷｭﾘﾃｨ推進

・ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ対応

・法･制度･標準に関する知識と情報ｾｷｭﾘﾃｨ業務への適用

経営･管理 経営･部門統括

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ

・ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ対応

・法･制度･標準に関する知識

(一社)中国経済連合会(2021年8月)
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